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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 委員会運営費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 01教育委員会費

施策 ６ －２ －１ 　 効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

教育委員会の運営及び活動に必要な経費のほか、 上山明新館高等学校教育振興会等への負担金を 措置し ます。 あわせて、 上山市奨学金貸付基金により 大学生へ

の奨学金貸与事業を 行います。

目的

教育の機会均等、 教育水準の維持向上及び地域の実情に応じ た教育の振興が図ら れる よう 、 公正かつ適正に教育行政を 推進するため。 また、 「 上山市教育等の

振興に関する 大綱」 のも と 教育の課題やある べき 姿を 市長と 教育委員と で共有し 、 教育行政の推進を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

教育委員会の権限に属する 事項について審議が適切に
行われている 状態　 「 上山市教育等の振興に関する大
綱」 に基づく 施策の推進が図ら れている 状態

教育委員会が適切に開催さ れる 状態　 大綱に
基づく 施策が推進さ れる 状態

教育委員会、 教育委員会協議会などを 開催す
ると と も に、 大綱に基づく 施策が推進さ れま
し た。

活
動
指
標

教育委員会、 教育委員会協議会の開催回数 13 回 14 回

事務の点検評価検討会の開催回数 １  回 １  回

　 　

事業費（ 千円） 5, 364 5, 252

従事人工 0. 4 0. 4

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

令和６ 年３ 月に、 教育委員会と し て本市がめざす学校教育や社会教育、 スポーツ や文化芸術等の振興に係る 「 上山市教育振興基本計画」 を 策定し まし た。 こ の

計画を 今後の教育施策の羅針盤と し 、 本市の特色を 活かし た教育の振興が図ら れる よ う 努めていき ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 小学校管理費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 02小学校費・ 01学校管理費

施策 １ －４ －１ 　 学校等施設・ 設備の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

学校施設設備の維持管理及び学校運営に必要な需用費等を 措置すると と も に、 学校司書の任用や、 学校備品の購入等を 行います。

目的

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき るよ う 学校施設設備の維持管理に努め、 学校運営に寄与する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき る 状態 学校施設設備を 適切に維持管理する 状態　 学
校運営に必要な需用費等を 措置し ている 状態

学校施設設備の適切な維持管理を行いまし た。
学校運営に必要な需用費等を 措置し まし た。

活
動
指
標

使用電力量の削減（ 令和元年度基準） 964 千Kｗ ｈ 859 千Kｗ ｈ

　 　

　 　

事業費（ 千円） 93, 143 78, 647

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 財政状況を 勘案し ながら 、 優先順位や緊急性を 考慮し 、 児童が安心し て学校生活を 送れる よ う に対応し ていき ます。 市内４ つの小学校において、 令

和５ 年度８ 月よ り 再エネ電力を 受給し ており 、 引き 続き 、 環境施策等の実現や電気料削減に努めます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 小学校整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 02小学校費・ 01学校管理費

施策 １ －４ －１ 　 学校等施設・ 設備の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

学校施設の老朽化に伴う 維持修繕工事を 行います。

目的

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき るよ う 、 老朽化などによ り 改修・ 修繕が必要な学校施設・ 設備について計画的に整備し 、 長寿命化を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき る 状態 改修・ 修繕が必要な学校施設・ 設備が計画的
に整備でき ている 状　 態

改修・ 修繕に必要な学校施設・ 設備の整備を
行いまし た。

活
動
指
標

概ね1, 000千円以上の改修・ 修繕工事箇所数 ４  箇所 ３  箇所

　 　

　 　

事業費（ 千円） 21, 019 15, 200

従事人工 0. 4 0. 4

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 財政状況を 勘案し ながら 、 優先順位や緊急性を 考慮し 、 児童が安心し て学校生活を 送れる よ う 対応し ていき ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 小学校整備事業費（ 繰越） 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 02小学校費・ 01学校管理費

施策 １ －４ －１ 　 学校等施設・ 設備の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

学校施設の老朽化に伴う 維持修繕工事を 行います。

目的

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき るよ う 、 老朽化などによ り 改修・ 修繕が必要な学校施設・ 設備について計画的に整備し 、 長寿命化を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき る 状態 改修・ 修繕が必要な学校施設・ 設備が計画的
に整備でき ている 状態

南小学校ZEB化事業及び元西郷第一小学校火
災受信機改修工事を 実施し まし た。

活
動
指
標

概ね1, 000千円以上の改修・ 修繕工事箇所数 ２  箇所 ２  箇所

　 　

　 　

事業費（ 千円） 477, 367 477, 367

従事人工 　 　

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －２ 　 読書環境・ Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

授業に必要な消耗品及び理科教育備品を 整備すると と も に、 学校図書館に新着図書の整備を 行います。

目的

現行学習指導要領に対応し た教材整備基準に基づき 教材備品等を 整備し 、 教育活動の充実を 推進する と と も に、 「 上山市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、

学校図書館における 蔵書の充実、 整備に努め、 本が好き になる子ども を 育てる ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

教材備品等の整備によ り 、 教育活動の充実が図ら れた
状態　 新着図書の整備によ り 蔵書が充実し た状態

教材備品等の整備によ り 、 教育活動の充実が
図ら れた状態　 新刊図書の整備によ り 蔵書が
充実し た状態

教材備品等の整備によ り 、 教育活動の充実を
図り まし た。 また、 新刊図書の整備によ り 蔵
書が充実し まし た。

活
動
指
標

３ 年で購入する 新着図書の割合 10 % 9. 52 %

　 　

　 　

事業費（ 千円） 4, 798 4, 681

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 学校図書における 蔵書の充実や人材の育成を 図り 、 様々な工夫を こ ら し て児童が本に親し む機会を 増やす等、 読書環境の整備に努めます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育機器整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －２ 　 読書環境・ Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

学校情報セキュ リ ティ 対策と し てＵ Ｓ Ｂ の安全な運用を 構築し ます。 　 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ タ ブレ ッ ト に係る 物損保障サービ スや学習支援ソ フ ト 及びセキュ リ ティ 対策ソ

フ ト の契約更新経費を 措置し ます。 また、 平成28年度に導入し た校務用パソ コ ンの更新経費を 措置し ます。 　 さ ら に、 著作権法の改正に伴い創設さ れた「 授業

目的公衆送信補償金制度」 を 受け、 授業中の資料送信や遠隔授業実施のための補償金を 措置し ます。

目的

Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ール構想の推進によ り 児童生徒が１ 人１ 台のタ ブレ ッ ト を 利用でき る 環境を 整備し 、 児童生徒の学力向上を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

児童生徒が１ 人１ 台のタ ブレ ッ ト を 利用でき 、 教師が電
子黒板を 授業に活用でき る 状態

児童生徒が１ 人１ 台のタ ブレッ ト を利用でき、
教師が電子黒板を 授業に活用でき る 状態

児童生徒が１ 人１ 台のタ ブレッ ト を利用でき、
教師が電子黒板を 授業に活用でき る よ う 整備
し まし た。

活
動
指
標

Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ール構想に対応でき る 児童生徒のタ ブレ ッ
ト 、 光回線、 無線LANの整備率

100 % 100 %

電子黒板の整備 － －

児童生徒用及び教師用パソ コ ン の更新台数 30 台 ４  台

事業費（ 千円） 25, 234 22, 221

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

教師用の校務用パソ コ ン について、 設置から 数年が経ち 、 故障があっ たも のを 更新し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

令和４ 年度に電子黒板が普通教室全てに整備さ れたこ と で、 授業における Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備が整いまし た。 今後は、 令和元年以降に導入し てき た機器の更新時

期を 迎える こ と から 、 利活用状況等の意見聴取を 行いながら 、 さ ら なる教育Ｄ Ｘ の推進に努めてまいり ます。

6

  



9

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 中学校管理費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 03中学校費・ 01学校管理費

施策 １ －４ －１ 　 学校等施設・ 設備の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

学校施設設備の維持管理及び学校運営に必要な需用費等を 措置すると と も に、 学校司書・ 学校用務推進員の任用や、 学校備品の購入等を 行います。

目的

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき るよ う 学校施設設備の維持管理に努め、 学校運営に寄与する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき る 状態 学校施設設備を 適切に維持管理する 状態　 学
校運営に必要な需用費等を 措置し ている 状態

学校施設設備の適切な維持管理を行いまし た。
学校運営に必要な需用費等を 措置し まし た。

活
動
指
標

使用電力量の削減（ 令和元年度基準） 508 Kwh 480 Kwh

　 　

　 　

事業費（ 千円） 70, 676 62, 464

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 財政状況を 勘案し ながら 、 優先順位や緊急性を 考慮し 、 児童が安心し て学校生活を 送れる よ う に対応し ていき ます。 なお、 市内３ つの中学校におい

て、 令和５ 年度８ 月よ り 再エネ電力を 受給し ており 、 引き 続き 、 環境施策等の実現や電気料削減に努めます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 中学校整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 03中学校費・ 01学校管理費

施策 １ －４ －１ 　 学校等施設・ 設備の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

学校施設の老朽化に伴う 維持修繕工事を 行います。

目的

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき るよ う 、 老朽化などによ り 改修・ 修繕が必要な学校施設・ 設備について計画的に整備し 、 長寿命化を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき る 状態 改修・ 修繕が必要な学校施設・ 設備が計画的
に整備でき ている 状　 態

改修・ 修繕に必要な学校施設・ 設備の整備を
行いまし た。

活
動
指
標

概ね1, 000千円以上の改修・ 修繕工事箇所数 ４  箇所 ６  箇所

　 　

　 　

事業費（ 千円） 281, 086 278, 103

従事人工 0. 4 0. 4

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 財政状況を 勘案し ながら 、 優先順位や緊急性を 考慮し 、 児童が安心し て学校生活を 送れる よ う 対応し ていき ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 中学校整備事業費（ 繰越） 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 03中学校費・ 01学校管理費

施策 １ －４ －１ 　 学校等施設・ 設備の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

学校施設の老朽化に伴う 維持修繕工事を 行います。

目的

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき るよ う 、 老朽化などによ り 改修・ 修繕が必要な学校施設・ 設備について計画的に整備し 、 長寿命化を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

児童生徒が良好な環境のも と で学習でき る 状態 改修・ 修繕が必要な学校施設・ 設備が計画的
に整備でき ている 状態

宮川中学校ト イ レ 改修工事（ ２ 期工事） を 実
施し まし た。

活
動
指
標

概ね1, 000千円以上の改修・ 修繕工事箇所数 １  箇所 １  箇所

　 　

　 　

事業費（ 千円） 19, 973 17, 490

従事人工 　 　

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －２ 　 読書環境・ Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

授業に必要な消耗品及び理科教育備品を 整備すると と も に、 学校図書館に新着図書の整備を 行います。

目的

現行学習指導要領に対応し た教材整備基準に基づき 教材備品等を 整備し 、 教育活動の充実を 推進する と と も に、 「 上山市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、

学校図書館における 蔵書の充実、 整備に努め、 本が好き になる子ども を 育てる ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

教材備品等の整備によ り 、 教育活動の充実が図ら れた
状態　 新刊図書の整備によ り 蔵書が充実し た状態

教材備品等の整備によ り 、 教育活動の充実が
図ら れた状態。 　 新刊図書の整備によ り 蔵書
が充実し た状態

教材備品等の整備によ り 、 教育活動の充実を
図り まし た。 また、 新刊図書の整備によ り 蔵
書が充実し まし た。

活
動
指
標

３ 年で購入する 新着図書の割合 10 % 8. 54 %

　 　

　 　

事業費（ 千円） 4, 798 3, 094

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 学校図書における 蔵書の充実や人材の育成を 図り 、 様々な工夫を こ ら し て生徒が本に親し む機会を 増やす等、 読書環境の整備に努めます。
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13

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 教育機器整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策 １ －４ －２ 　 読書環境・ Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

学校情報セキュ リ ティ 対策と し てＵ Ｓ Ｂ の安全な運用を 構築し ます。 　 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ タ ブレ ッ ト に係る 物損保障サービ スや学習支援ソ フ ト 及びセキュ リ ティ 対策ソ

フ ト の契約更新経費を 措置し ます。 　 さ ら に、 著作権法の改正に伴い創設さ れた「 授業目的公衆送信補償金制度」 を 受け、 授業中の資料送信や遠隔授業実施の

ための補償金を 措置し ます。

目的

Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ール構想の推進によ り 児童生徒が１ 人１ 台のタ ブレ ッ ト を 利用でき る 環境を 整備し 、 児童生徒の学力向上を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

児童生徒が１ 人１ 台のタ ブレ ッ ト を 利用でき 、 教師が電
子黒板を 授業に活用でき る 状態

児童生徒が１ 人１ 台のタ ブレッ ト を利用でき、
教師が電子黒板を 授業に活用でき る 状態

児童生徒が１ 人１ 台のタ ブレッ ト を利用でき、
教師が電子黒板を 授業で活用でき る よ う 整備
し まし た。

活
動
指
標

Ｇ Ｉ Ｇ Ａ スク ール構想に対応でき る 児童生徒のタ ブレ ッ
ト 、 無線LANの整備率

100 % 100 %

電子黒板の整備 － －

児童生徒用及び教師用パソ コ ン の更新台数 20 台 ３  台

事業費（ 千円） 25, 234 13, 794

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

教師の校務用パソ コ ン について、 設置し てから 数年が経ち、 故障のあっ たも のを 更新し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

令和４ 年度に電子黒板が普通教室全てに整備さ れたこ と で、 授業における Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備が整いまし た。 今後は、 令和元年以降に導入し てき た機器の更新時

期を 迎える こ と から 、 利活用状況等の意見聴取を 行いながら 、 さ ら なる教育Ｄ Ｘ の推進に努めてまいり ます。
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14

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 教育企画課 事業 給食セン タ ー管理費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 04学校給食費・ 01学校給食費

施策 １ －４ －１ 　 学校等施設・ 設備の整備 創生総合戦略 ５ 　 連携施策等　 広域的な行政体制づく り 　 広域行政体制の積極的推進

事業概要

市内小・ 中学校の児童・ 生徒に給食を 提供する ため下記の事業を 実施し ます。 　 ①学校給食セン タ ーの効率的な運営・ 管理　 ②設備等の修繕及び計画的な更新

③食物アレ ルギー対応食の提供　 ④給食費の滞納繰越分の対応

目的

児童・ 生徒に安全で安心な給食を 安定的に提供する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

安全で安心な給食を 安定的に提供でき る 状態 経年劣化し た設備等を 更新・ 修繕し 、 給食が
円滑に提供さ れた状態

学校給食では、 児童生徒に安全で安心な給食
の提供を 行う ため、 老朽化し た設備等の更新
や修繕を 優先順位を 適宜決めながら 施設内の
整備に努めまし た。

活
動
指
標

安定し た給食の提供率 100 % 100 %

設備等の更新・ 修繕率 100 % 100 %

　 　

事業費（ 千円） 300, 713 295, 574

従事人工 ５ ５

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

施設整備後20年が経過し ている こ と から 、 優先順位を 都度確認し ながら 設備等の更新・ 修繕に努めてまいり ます。
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1

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 地域おこ し 協力隊推進事業費 予算科目 01一般会計・ 02総務費・ 01総務管理費・ 06企画費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現 創生総合戦略 ２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト 　 移住・ 回帰につなぐ きっ かけづく り

事業概要

小学校の外国語授業・ 外国語活動補助が円滑でき る ため、 市内小学校に日本人外国語指導助手（ Ａ Ｌ Ｔ ） を 派遣し ます。

目的

英語教育を 充実さ せる こ と によ り 、 社会が求める国際的な上山の子ども を 育てる学校体制を 整える ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

英語の学力の中で特に話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏
差値等が伸びる 状態

話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏差値が全国平
均を 上回る 状態　 集中的英語学習体験の実施
によ り 、 英語への関心・ 意欲が伸びる 状態

話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏差値が全国平
均を 下回り まし た。 　 集中的英語学習体験の
実施によ り 、 英語への関心・ 意欲が伸びまし
た。

活
動
指
標

地域おこ し 協力隊員配置人数 １  人 １  人

イ ン グリ ッ シュ ・ キャ ン プ実施回数 １  回 １  回

　 　

事業費（ 千円） 4, 897 3, 900

従事人工 0. 1 0. 1

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

英語教育アド バイ ザー及び英語教育コ ーディ ネータ ーを 配置し 、 研修の機会を 確保する こ と で教員の授業力を 向上さ せ、 地域おこ し 協力隊員を 効果的に活用し

た外国語によ る 聞く こ と 、 話すこ と の言語活動を と おし てコ ミ ュ ニケーショ ン を 図る 教育活動を 推進し ます。
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2

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育指導費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策 １ －３ －１ 　 確かな学力を育む学校づく り の実現　 １ －３ －３ 　 担任力の向上 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

各小中学校の学校経営や教育活動への指導、 支援を 行います。  また、 教科書採択及びＩ Ｃ Ｔ 化に伴う 教師用教科書、 指導書の整備を 行う と と も に、 学校教育

指導に要する 費用及び児童生徒の派遣費の補助を 行います。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

目的

全ての児童生徒への適正な教育と 学校・ 学級経営の深化及び個々の担任力を 高める ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

保護者及び児童生徒が学校は楽し い場所である と 自覚
し ている 状態　 ほと んどの先生が児童生徒にと っ て気
軽によ く 話が出来ると 感じ ら れる 状態

保護者及び児童生徒が学校は楽し い場所であ
る と 自覚し ている 割合が前年度よ り 増える 状
態　 学校内に気軽によ く 話が出来る 先生がい
る と 回答し た児童生徒の割合が前年度よ り 増
える 状態

保護者及び児童生徒が楽し い場所である と 自
覚し ている割合が前年度よ り 減少し まし た。
学校内に気軽によく 話が出来る先生がいる と
回答し た児童生徒の割合は前年度と 同じ でし
た。

活
動
指
標

デジタ ル教科書の導入数 33 セッ ト 33 セッ ト

デジタ ル教科書活用研修会（ I CT活用研修会） 実施回数 ７  回 ７  回

児童生徒派遣費の補助実施率 100 % 100 %

事業費（ 千円） 8, 891 5, 174

従事人工 0. 6 0. 6

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 デジタ ル指導書の整備を 進める と と も に、 児童生徒用デジタ ル教科書の実証事業や一人一台端末の利活用等、 子ども たち の個別最適な学びと 協働的

な学びを 進め、 学びに向かう 力の育成に努めます。
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3

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 魅力ある 学校づく り 推進事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策
１ －３ －１ 　 確かな学力を育む学校づく り の実現　 １ －３ －２ 　 特色ある学校づ
く り の実現　 創生総合戦略

３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

中学２ 年生が３ 日間の職場体験学習を 通じ て職業観、 勤労観を 育みます。 標準学力検査・ 知能検査・ Ｑ -Ｕ 検査を 行い検査結果から 、 学力向上や学級集団づく

り に向けた対応を 図る と と も に、 各校毎に地域の自然、 文化や伝統産業を 活かし た特色ある 教育活動を 推進し ていき ます。

目的

主体的な地域と 密接し た活動と 個人の学力を 客観視するこ と によ り 、 生き 方や学習に対する 主体性を 育むため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

児童生徒の学習状況を 把握し 、 必要に応じ た学習活動
を 提供でき る 状態

保護者が特色ある 学習活動が展開さ れている
と 感じ ている 割合が前年度維持の状態

保護者が特色ある 学習活動が展開さ れている
と 感じ ている割合が前年度を 下回り まし た。

活
動
指
標

特色ある 学校づく り 推進事業費の補助実施校数 ７  校 ７  校

キャ リ アスタ ート ウィ ーク の実施校数 ３  校 ３  校

標準学力検査、 知能検査、 Q-U検査の実施校数 ７  校 ７  校

事業費（ 千円） 13, 185 10, 795

従事人工 0. 5 0. 5

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

各学校の実態に応じ た学習活動を 計画・ 実施する と と も に、 活動内容を 保護者へ発信し ます。 また、 令和６ 年度よ り ＷＥ Ｂ Ｑ Ｕ を 年２ 回実施と し ます。
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4

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教職員研修費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策 １ －３ －１ 　 確かな学力を育む学校づく り の実現　 １ －３ －３ 　 担任力の向上 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

上山市学校教育指導の方針に沿っ た各種研修・ 講座を 開催し ます。 また、 学術機関、 各校と 連携し Ｑ -Ｕ 検査と 学力検査の検査結果のデータ 分析から 学級集団

づく り を 基盤と し た担任力及び学力向上のための研修会を 開催し ます。

目的

学級集団と 学力と の関係を 客観的データ で分析する 事や、 講師の招聘、 各種研修会の開催により 担任力及び確かな学力を 向上さ せる ため。 　

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

児童生徒が安心し て楽し く 意欲的に学校生活が送るこ
と ができ る状態

児童生徒が学校生活や学習に満足し 「 学校に
行く のは楽し い」 と 思っ ている 状態　 経験５
年以下の教員の担任力が向上し ている 状態

児童生徒が学校は楽し い場所である と 自覚し
ている 割合は前年度と ほぼ同じ でし た。

活
動
指
標

Q-U検査と 学力検査のデータ 集計、 分析の実施回数 １  回 １  回

Q-U検査活用・ 学級づく り 研修会の実施回数 ７  回 ７  回

中堅教員のアド バイ ザーへの起用人数 ２  人 ２  人

事業費（ 千円） 361 189

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

研修会について、 外部講師の招聘を 予定し ていまし たが、 オン ラ イ ン や短時間での開催と なっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

学校生活を さ ら に安心し て楽し く 送るこ と ができ るよ う に、 Ｑ -Ｕ 検査活用の充実と Ｏ Ｊ Ｔ 機能の強化が図ら れる よ う な研修を 企画・ 運営し ていき ます。
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5

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育支援充実事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

様々な障がいや不安を 抱えた児童生徒に対し 、 個々のニーズに応じ た支援等を 行う 人員及び中学校における 部活動指導員の配置を 行います。 また、 授業や校務

における Ｉ Ｃ Ｔ 活用を 推進する ため支援員の配置を 行います。

目的

通常学級及び特別支援学級に在籍する 子ども にき め細かい指導を 行う と と も に、 家庭の問題や言語上の課題を 抱え、 学習が困難な子ども に対し て学校の窓口と

なり 子ども も 保護者も 安心でき る 学校づく り を 推進するため。 教員の働き 方改革の実現を 図り 、 学校教育活動の充実を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

様々な障がいや不安を 抱える 児童生徒が、 支援を 受け
る こ と で学校に行く こ と が楽し いと 思う 状態

小中学校全校に学校教育支援員を 配置し てい
る 状態

小中学校全校に学校教育支援員を 配置し まし
た。

活
動
指
標

学校生活指導員配置人数 ２  人 ２  人

学校教育支援員配置人数 12 人 12 人

別室登校学習指導員、 自立支援員配置人数 ３  人 ３  人

事業費（ 千円） 41, 143 36, 095

従事人工 0. 2 0. 2

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

支援を 必要と する 児童生徒の実態を 把握し 、 適正な配置を 行っ ていき ます。
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6

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 英語教育推進事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

小学校の外国語・ 外国語活動、 中学校の英語科授業補助のため市内小中学校に外国語指導助手（ Ａ Ｌ Ｔ ） を 派遣し ます。

目的

英語教育を 充実さ せる こ と によ り 、 社会が求める国際的な上山の子ども を 育てる学校体制を 整える ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

英語の学力の中で特に話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏差
値等が伸びる 状態

話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏差値が全国平
均を 上回る状態　 ALTは各学級の外国語・ 外
国語活動・ 英語科の授業へ週１ 回派遣さ れて
いる 状態

話すこ と 、 聞く こ と の分野で偏差値が全国平
均を下回り まし た。 　 ALTは各学級の外国語・
外国語活動・ 英語科の授業へ週１ 回派遣さ れ
まし た。

活
動
指
標

JETプロ グラ ムALTの配置人数 ２  人 ２  人

小学校における ALT活用研修の実施回数 － －

各学級の外国語・ 外国語活動・ 英語科授業への週間ALT
派遣回数

１  回 １  回

事業費（ 千円） 11, 720 10, 148

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

英語教育アド バイ ザー及び英語教育コ ーディ ネータ ーを 配置し 、 研修の機会を 確保する こ と で教員の授業力を 向上さ せ、 地域おこ し 協力隊員を 効果的に活用し

た外国語によ る 聞く こ と 、 話すこ と の言語活動を と おし てコ ミ ュ ニケーショ ン を 図る 教育活動を 推進し ます。
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7

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 地域ぐ るみの学校安全体制整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 02教育指導費

施策 １ －３ －３ 　 担任力の向上 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

地域学校安全指導員である スク ールガード ・ リ ーダーを 配置し 、 巡回指導や通学路の安全点検及び危険個所の確認を 行います。

目的

通学路や地域の安全を 保障する こ と によ り 、 安全・ 安心がある学校教育を 推進する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

スク ールガード ・ リ ーダーの配置によ り 、 登下校時の
安全確保に努め地域ぐ る みで児童生徒の安全への機運
が高めら れた状態

スク ールガード ・ リ ーダーの巡回指導の回数
を 増やすこ と で児童生徒の安全確保が一層図
ら れている 状態

スク ールガード ・ リ ーダーの巡回指導の回数
を 増やすこ と で児童生徒の安全確保が一層図
ら れまし た。

活
動
指
標

スク ールガード ・ リ ーダー配置人数 １  人 １  人

スク ールガード ・ リ ーダー活動回数 75 回 75 回

　 　

事業費（ 千円） 324 323

従事人工 0. 2 0. 2

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

スク ールガード ・ リ ーダー、 学校及び関係機関と 迅速に情報を 共有し ながら 、 児童生徒の安全・ 安心を 確保し ていき ます。
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8

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育研究所運営費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 03教育研究費

施策 １ －３ －３ 　 担任力の向上 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

教育に関する 研究調査・ 研修の実施、 社会科副読本「 わたし たち の上山市」 発行、 市学校教育研究会事業への補助を 行います。 各校のホームページの運営管理

によ り 、 情報の発信を 広く 行います。 　 　

目的

教育の情報収集、 交換を する こ と によ り 、 現在の担任力を 深化さ せる と と も に、 学び合いの授業研究を 推進し 子ども の作品を 活用するこ と によ り 、 担任力を 向

上さ せる ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

市教委及び市内各団体の必要と する 調査、 研究及び教
職員の研修を 高め、 教育の振興を 図っ ている状態

教職員の研修会の内容及び担任力等に関し て
研究がよ り 深めら れ、 小中学校に情報が発信
さ れる 状態　 社会科副読本を 利用し てよ り 児
童の実態に根ざし た授業が展開さ れる 状態

教職員の研修会の内容及び担任力等に関し て
研究がよ り 深めら れる よう 、 小中学校に情報
を 発信し まし た。 社会科副読本を 利用し てよ
り 児童の実態に根ざし た授業を展開し まし た。

活
動
指
標

所報「 教育上山」 発行回数 １  回 １  回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 1, 984 1, 931

従事人工 0. 2 0. 2

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

小中連携によ る 学び合いの授業研究や郷土愛を 育む副読本の発行を 通し て、 子ども たち の確かな学力の定着を 図り ます。
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9

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 理科教育セン タ ー運営費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 03教育研究費

施策 １ －３ －１ 　 確かな学力を育む学校づく り の実現　 １ －３ －３ 　 担任力の向上 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

理科系教材の研究推進及び児童生徒理科生活科作品展を 開催し ます。

目的

セン タ ー運営によ り 理科系の教材研究を 推進さ 、 主体的な学びの確かめと 、 そのための指導法の研究を 推進し 学力の向上を 目指すため。 　

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

理科教育関係職員の研修及び授業研究が充実し 、 児童
生徒の理科への興味関心を 高めら れ、 作品展によ り 市
民にも 認めら れる 状態

理科に関する 授業研究がより 推進さ れ興味関
心が高まる 状態　 作品展が開催さ れ児童生徒
の主体的な研究等がよ り 多く の市民に認めら
れる 状態

理科に関する 授業研究がよ り 推進さ れ興味関
心を 高める こ と ができ まし た。 作品展を 開催
し 、 児童生徒の主体的な研究等を 多く の市民
に発表する 機会を つく る こ と ができ まし た。

活
動
指
標

セン タ ーだよ り の発行回数 ２  回 ２  回

児童生徒理科生活科作品展の開催回数 １  回 １  回

　 　

事業費（ 千円） 123 80

従事人工 0. 1 0. 1

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

児童生徒の理科に対する 興味関心が高まる よう に、 授業推進のために購入し た理科備品の活用方法を 理科セン タ ーで研修し ていき ます。 また、 理科生活科作品

展会場を 市内学校施設に固定する こ と で、 確実に作品展を 実施し ます。
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10

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 教育相談所運営費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 03教育研究費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

教育相談員を 配置し 、 教育相談活動、 生活支援、 適正な就学にむけた教育支援を 行います。

目的

不登校や特別な支援を 要する 子ど も に個別の指導や適正な就学指導を 行い、 安心でき る教育環境を 整える ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

特別な支援を 要する 児童生徒の実態把握及び個々のニー
ズに応じ た支援を 行い不登校になら ない状態

特別な支援を 要する児童生徒で不登校傾向の
児童生徒が前年度よ り 減少し た状態

特別な支援を 要する 児童生徒で不登校傾向の
児童生徒が前年度よ り 減少し まし た。

活
動
指
標

教育相談員配置人数 １  人 １  人

専門員の配置人数 10 人 10 人

適応指導教室設置数 １  箇所 １  箇所

事業費（ 千円） 3, 184 2, 984

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

学校及び関係機関と 連携を 取り ながら 、 子ども たちが安心でき る教育環境を 整えていき ます。
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11

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 就学時健康診断費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 04就園就学奨励費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

次年度小学校入学予定者に対し 、 適正な就学にむけた就学時健康診断を 実施し ます。

目的

就学時健康診断で健康状態を 把握し 、 適正な就学を 支援する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

小学校１ 年生の児童が不登校を 発生せず、 さ ら に、 一
人ひと り の健康状態を 把握し 保護者に助言でき る 状態

小学校1年生の児童が不登校を 発生せず、 一
人ひと り の健康状態を 把握し 、 保護者に助言
ができ る 状態

小学校１ 年生の児童が不登校を 発生せず、 一
人ひと り の健康状態を 把握し 、 保護者に適切
な助言を 行いまし た。

活
動
指
標

就学時健康診断の実施率 100 % 100 %

　 　

　 　

事業費（ 千円） 379 298

従事人工 0. 5 0. 5

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

就学児童や保護者が安心し て入学でき る よ う 、 法令等に基づき 就学先の学校と 連携を 取り ながら 計画的に進めていき ます。
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12

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 私立高等学校就学奨励補助費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 01教育総務費・ 04就園就学奨励費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

私立高等学校生徒の保護者に対し 、 補助金交付を 行い経済的負担の軽減を 図り ます。

目的

就学奨励補助金を 交付する こ と により 、 就学を 支援するため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

児童生徒の学習状況を 把握し 、 必要に応じ た学習活動
を 提供でき る 状態

援助を 希望する 私立校生徒( 保護者) に審査の
う え補助金を 交付し ている 状態

援助を 必要と する私立高校生徒（ 保護者） に
審査のう え補助金を 交付し まし た。

活
動
指
標

就学奨励補助実施率 70 % 48 %

　 　

　 　

事業費（ 千円） 900 300

従事人工 0. 1 0. 1

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

十分な対応ができ る よ う に予算を 確保し まし たが、 補助対象と なっ た保護者が少なかっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 対象者になり う る 保護者等へ制度内容が周知でき る よう に努めていき ます。
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13

令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 小学校保健対策費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 02小学校費・ 01学校管理費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現　 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

児童、 教職員の健康検査の実施及び保健室関連備品等の整備を 行います。

目的

児童生徒及び教職員の健康状態を 管理し 、 学校教育を 維持するため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

全ての児童、 教職員の健康状態を 把握、 管理する と と
も に必要があれば受診を 勧める など適切な助言を 行う
状態　 　

全児童、 教職員の健康状態を 把握、 管理し 必
要があれば受診を 勧める など適切な助言がで
き る 状態

全児童、 教職員の健康状態を 把握、 管理し 必
要があれば受診を 勧めるなど適切な助言を 行
いまし た。

活
動
指
標

児童の健康診断実施率 100 % 100 %

教職員の健康診断実施率 100 % 100 %

　 　

事業費（ 千円） 7, 200 5, 865

従事人工 0. 5 0. 5

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

学校と 連携を 取り ながら 、 法令等に基づき 計画的に実施し ていき ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 学校教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある学校づく り の実現　 １ －３ －３ 　 担任力の向上 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

教育事務委託、 日本スポーツ 振興セン タ ー負担金を 措置し 学校教育環境整備を 図る と と も に、 学習指導要領に対応し た教材備品等の整備を 行います。

目的

山元地区及びみはら し の丘地域生徒の就学並びに児童の怪我等への安全を 保障し 、 安心でき る教育環境を 整える と と も に、 市内中学校の教材、 教具を 購入・ 維

持管理し 授業改善を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

教育事務委託が必要な児童を 把握し 、 委託し ている状
態　 全児童の怪我に対する 医療給付が適切に行われて
いる 状態　 教材備品が管理さ れ、 教育課程が予定通り
行われている 状態

事務委託が必要な児童を 把握し 委託し ている
状態　 児童の怪我に対する 医療給付が適切に
行われている 状態　 教材備品が管理さ れ教育
課程が予定通り 行われている 状態

事務委託が必要な児童を 把握し 委託を 行いま
し た。 児童の怪我に対する医療給付を 適切に
行いまし た。 教材備品が管理さ れ教育課程を
予定通り 行いまし た。

活
動
指
標

教育事務委託人数 43 人 36 人

日本スポーツ 振興セン タ ー加入率 100 % 100 %

　 　

事業費（ 千円） 13, 961 9, 531

従事人工 0. 2 0. 2

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

児童数の変動に対し て対応でき る よ う に予算を 確保し まし たが、 執行範囲内で十分対応でき たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 児童が安心でき る 教育環境を 計画的に整えていき ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 小学校就学奨励費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

各種の就学援助を 行い、 保護者の経済的負担軽減を 図り ます。

目的

遠隔地通学の安全及び家庭の経済的な課題を 解決し 、 魅力ある学校づく り を 推進する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

遠距離通学を 補助し 無事故で通学し ている 状態 保護者
の経済的負担軽減が図ら れている 状態

補助を 行う 事で、 無事故で通学し ている 状態
就学援助によ り 経済的困難な保護者の負担軽
減が図れる 状態

補助を 行う 事で、 無事故で通学でき まし た。
就学援助によ り 経済的困難な保護者の負担軽
減を 図り まし た。

活
動
指
標

準要保護認定人数 65 人 64 人

遠距離通学費の補助実施率 100 % 100 %

　 　

事業費（ 千円） 11, 579 9, 479

従事人工 0. 2 0. 2

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

準要保護認定者の就学援助及び遠距離通学費補助が、 執行範囲内で十分対応でき たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 学校と 連携し ながら 就学援助制度の周知を 図っ ていき ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 スク ールバス運行事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 02小学校費・ 02教育振興費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

スク ールバスの運行（ 通学時及び校外行事等） を 行います。

目的

スク ールバスの運行によ り 、 安全を 確保する と と も に、 統合後の魅力ある学校づく り を 推進する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

スク ールバスの運行によ り 通学や校外行事で児童生徒
の安全の確保や保護者の経済的負担を 軽減でき る 状態

通学時、 校外行事等における 安全確保及び保
護者の経済的負担軽減を 図れる 状態

通学時、 校外行事等における 安全確保及び保
護者の経済的負担軽減を 図り まし た。

活
動
指
標

通学時における スク ールバス運行率 100 % 100 %

　 　

　 　

事業費（ 千円） 32, 393 25, 851

従事人工 0. 1 0. 1

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 計画的にスク ールバスを 安全に運行し ていき ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 中学校保健対策費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 03中学校費・ 01学校管理費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現　 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

生徒、 教職員の健康検査の実施及び保健室関連備品等の整備を 行います。

目的

児童生徒及び教職員の健康状態を 管理し 、 学校教育を 維持するため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

全ての生徒、 教職員の健康状態を 把握、 管理する と と
も に必要があれば受診を 勧める など適切な助言を 行う
状態　 　

全生徒、 教職員の健康状態を 把握、 管理し 必
要があれば受診を 勧める など適切な助言がで
き る 状態

全生徒、 教職員の健康状態を 把握、 管理し 必
要があれば受診を 勧めるなど適切な助言を 行
いまし た。

活
動
指
標

生徒の健康診断実施率 100 % 100 %

教職員の健康診断実施率 100 % 100 %

　 　

事業費（ 千円） 5, 703 4, 617

従事人工 0. 5 0. 5

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

学校と 連携を 取り ながら 、 法令等に基づき 計画的に実施し ていき ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 学校教育振興費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある学校づく り の実現　 １ －３ －３ 　 担任力の向上 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

教育事務委託、 日本スポーツ 振興セン タ ー負担金を 措置し 学校教育環境整備を 図る と と も に、 学習指導要領に対応し た教材備品等の整備を 行います。

目的

山元地区及びみはら し の丘地域生徒の就学並びに児童の怪我等への安全を 保障し 、 安心でき る教育環境を 整える と と も に、 市内中学校の教材、 教具を 購入・ 維

持管理し 授業改善を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

教育事務委託が必要な生徒を 把握し 、 委託し ている状
態　 全生徒の怪我に対する 医療給付が適切に行われて
いる 状態　 教材備品が管理さ れ、 教育課程が予定通り
行われている 状態

事務委託が必要な生徒を 把握し 委託し ている
状態　 生徒の怪我に対する 医療給付が適切に
行われている 状態　 教材備品が管理さ れ教育
課程が予定通り 行われている 状態

事務委託が必要な生徒を 把握し 委託を 行いま
し た。 生徒の怪我に対する医療給付を 適切に
行いまし た。 教材備品が管理さ れ教育課程を
予定通り 行いまし た。

活
動
指
標

教育事務委託人数 ９  人 ７  人

日本スポーツ 振興セン タ ー加入率 100 % 100 %

　 　

事業費（ 千円） 7, 138 2, 165

従事人工 0. 2 0. 2

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

生徒数の変動に対し て対応でき る よ う に予算を 確保し まし たが、 執行範囲内で十分対応でき たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 生徒が安心でき る 教育環境を 計画的に整えていき ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 学校教育課 事業 中学校就学奨励費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 03中学校費・ 02教育振興費

施策 １ －３ －２ 　 特色ある 学校づく り の実現 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 学校教育の推進

事業概要

各種の就学援助を 行い、 保護者の経済的負担軽減を 図り ます。

目的

遠隔地通学の安全及び家庭の経済的な課題を 解決し 、 魅力ある学校づく り を 推進する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

遠距離通学を 補助し 無事故で通学し ている 状態　  　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  保護者の経済的負担軽
減が図ら れている 状態

補助を 行う 事で、 無事故で通学し ている 状態
就学援助によ り 経済的困難な保護者の負担軽
減が図れる 状態

補助を 行う 事で無事故で通学でき まし た。 就
学援助により 経済的困難な保護者の負担軽減
を 図り まし た。

活
動
指
標

準要保護認定人数 65 人 39 人

遠距離通学費の補助実施率 100 % 99 %

　 　

事業費（ 千円） 10, 401 6, 600

従事人工 0. 2 0. 2

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

準要保護認定者の就学援助及び遠距離通学費補助が、 執行範囲内で十分対応でき たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 、 学校と 連携し ながら 就学援助制度の周知を 図っ ていき ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 青少年指導セン タ ー費 予算科目 01一般会計・ 03民生費・ 02児童福祉費・ 01児童福祉総務費

施策 １ －２ －２ 　 青少年の健全育成と 地域の教育力の向上 創生総合戦略 該当なし

事業概要

青少年指導セン タ ーの事業活動（ 街頭巡回指導活動、 有害図書調査、 情報交換会、 指導員研修会の開催等） を 行います。

目的

市内における 青少年の健全育成と 非行の防止を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

青少年を 有害環境から 守り 、 犯罪・ 非行のない状態 巡回街頭指導や有害図書調査を 継続し ている
状態

巡回街頭指導や有害図書調査を 継続し て実施
し まし た。

活
動
指
標

街頭巡回指導実施回数 ９  回 10 回

情報交換会開催回数 ２  回 ２  回

　 　

事業費（ 千円） 250 247

従事人工 0. 2 0. 2

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

市内の青少年の非行防止に向けて、 定期巡回や市内学校の長期休暇期間による 特別巡回を 継続し ていき ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 社会教育総務費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 01社会教育総務費

施策 １ －２ －１ 　 生涯学習環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

社会教育委員会の開催、 社会教育指導員の雇用、 公民館事業を 除く 生涯学習事業にかかる 経費の予算執行を 行います。

目的

生涯学習事業を 効率的で効果的に推進するため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

生涯学習事業についての提言、 助言を 計画や方向性に
反映さ せ、 効率的で効果的に事業を 実施し ている 状態

社会教育委員会が２ 回開催さ れた状態　 活動
情報冊子を 発行し 、 関係機関・ 団体に配布さ
れた状態

社会教育委員会を ２ 回開催し まし た。 活動情
報冊子を 発行し 、 関係機関・ 団体に配布し ま
し た。

活
動
指
標

社会教育委員会の開催数 ２  回 ２  回

かみのやまの生涯学習の発行部数 150 部 100 部

　 　

事業費（ 千円） 2, 832 2, 097

従事人工 0. 4 0. 4

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

ペーパーレ スの観点から 発行部数を 少なく し たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

生涯学習団体によ る 市民参加型の学びの場を 支援し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 生涯学習推進事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 01社会教育総務費

施策 １ －２ －１ 　 生涯学習環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

市民全体を 対象と する 生涯学習講座や市民参加型の講座開催への補助を 行い多様な学習の場を 提供し ます。

目的

生涯学習機会の拡充を 図り 、 市民参加型の学習機会を 提供するため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

よ り 多く の市民が講座に参加し ている 状態 生涯学習団体によ る 講座が５ 回以上開催さ れ
た状態

生涯学習団体による講座を５ 回開催し まし た。

活
動
指
標

市民向け講座開催団体に対する 補助件数 １  件 １  件

　 　

　 　

事業費（ 千円） 287 206

従事人工 0. 2 0. 2

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

生涯学習団体によ る 市民参加型の学びの場を 支援し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 公民館管理運営費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 02公民館費

施策 １ －２ －１ 　 生涯学習環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

地区公民館の施設維持管理及び運営に係る経費の予算執行を 行います。

目的

市民が安全で快適に地区公民館を 利用でき る よ う に施設の管理・ 運営を 行う ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

地区公民館が安全かつ快適な施設で運営さ れた状態 適切に施設の維持管理・ 運営がなさ れた状態 適切に施設の維持管理・ 運営がなさ れまし
た

活
動
指
標

市民が利用でき る 公民館数 10 館 10 館

　 　

　 　

事業費（ 千円） 106, 003 104, 405

従事人工 0. 9 0. 9

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

全ての公民館が快適に利用でき る 施設と なるよ う 適切な公民館の維持管理に努め、 また効果的で効率的に運営でき る よ う 指定管理によ る運営を 行っ てまいり ま

す。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 公民館整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 02公民館費

施策 １ －２ －１ 　 生涯学習環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

地区公民館の設備改修等によ り 施設の環境整備を 行います。

目的

市民が地域の活動拠点である 地区公民館を 安全で快適に利用でき る よう にする ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

不可欠な施設整備が全館に図ら れている 状態 地区公民館の設備改修等がさ れた状態 北部地区公民館調理台・ 講堂天井・ 床更新、
本庄・ 宮生・ 中山・ 山元地区公民館の火災受
信機等更新、 中川地区公民館実習室改修、 山
元地区公民館手摺修繕工事を 行いまし た。

活
動
指
標

概ね1, 000千円以上の整備工事施設数 ２  施設 ２  施設

　 　

　 　

事業費（ 千円） 26, 371 26, 367

従事人工 0. 5 0. 5

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

公民館を 安全で快適に利用し ていただける よう 、 各地区公民館と 調整を 図り ながら 施設の改修を 実施し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 青少年費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 03青少年女性費

施策 １ －２ －２ 　 青少年の健全育成と 地域の教育力の向上 創生総合戦略
３ 　 かみのやま「 産んでよし ・ 育ててよし 」 プロジェ ク ト 　 子ども の生きる力を
引き 出す仕組みづく り 　 家庭教育と 地域教育の充実　 　 ５ 　 連携施策等　 広域的
な行政体制づく り 　 広域行政体制の積極的推進

事業概要

学校や保育施設では子育ち 講座を 開催し 、 また青少年育成市民会議や子ども 育成連絡協議会等各団体と 連携し て青少年の健全育成に関する 事業を 開催すると と

も にジュ ニアリ ーダーのボラ ン ティ ア活動支援に取り 組みます。

目的

学校・ 家庭・ 地域の連携や青少年関係団体と の連携を 図り 、 次代を 担う 青少年の健全育成と 教育力の向上を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

青少年の健全育成の推進が図ら れている 状態 高校生ボラ ン ティ アサーク ルが活動し ている
状態

高校生ボラ ン ティ アサーク ルの活動を 支援し
まし た。

活
動
指
標

子育ち 講座・ 幼児共育ふれあい講座開催回数 － －

青少年健全育成関係団体数 － 32

支援する 高校生ボラ ン ティ アサーク ル数 １  団体 １  団体

事業費（ 千円） 918 690

従事人工 0. 5 0. 5

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

青少年健全育成関係団体については、 引き 続き 、 青少年の健全育成に関する 事業への協力を 求め団体数の維持に努めます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 二十歳のつどい事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 03青少年女性費

施策 １ －２ －２ 　 青少年の健全育成と 地域の教育力の向上 創生総合戦略 該当なし

事業概要

令和５ 年４ 月２ 日から 令和６ 年４ 月１ 日に二十歳を 迎える 市内在住者及び出身者対象と し た二十歳のつどいを 、 対象者で構成さ れる 実行委員会において企画・

運営し 、 開催し ます。

目的

式典を 開催する こ と によ り 、 二十歳を 迎え、 さ ら なる 権利や義務を 与えら れた若者たちに大人と し ての自覚を 促し 、 社会や地域参画への意識づけを 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

式典に多く の対象者が参加し ている 状態 実行委員会を 立ち 上げ二十歳のつどいが開催
さ れた状態

実行委員会を 立ち 上げ二十歳のづどいを 開催
し まし た。

活
動
指
標

実行委員会の開催数 ５  回 ６  回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 667 589

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

二十歳を 迎えた多く の若者たち に参加し ても ら えるよ う 、 対象者で構成さ れる 実行委員会において魅力ある 企画を 計画し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 地域学校協働活動推進事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 03青少年女性費

施策 １ －２ －２ 　 青少年の健全育成と 地域の教育力の向上 創生総合戦略 該当なし

事業概要

地域と 学校が連携・ 協働し 、 地域全体で子ども の学びや成長を 支える と と も に、 魅力ある 地域づく り を 目指す地域学校協働活動を 推進し ます。 また、 放課後等

において、 就学児童に多様な体験・ 学習の機会を 提供し 、 地域全体で子育てを 支援する環境を 整える こ と を 通し て、 子ども の安全・ 安心な居場所づく り を 推進

し ます。

目的

生涯学習事業を 効率的で効果的に推進するため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

市内４ 小学校中、 全ての小学校区で放課後子ども 教室
を 開催し 、 放課後の子ども に居場所が確保さ れた状態

全ての小学校区で放課後子ども 教室を 開催す
る 状態

全ての小学校区で放課後子ど も 教室を 開催し
まし た。

活
動
指
標

放課後子ども 教室を 開催し た小学校数 ４  校 ４  校

　 　

　 　

事業費（ 千円） 21, 116 16, 993

従事人工 0. 6 0. 6

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

多く の子ども たち が集い、 多様な体験活動等ができ る 安全・ 安心な居場所と なる よう 、 講師・ サポータ ーの確保と 共に、 プロ グラ ム内容のさ ら なる 充実を 図っ

てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 海の子山の子交歓会事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 03青少年女性費

施策 ５ －４ －１ 　 市民交流の拡充 創生総合戦略 該当なし

事業概要

姉妹都市である 名取市と の交流事業である海の子山の子交歓会を 再開し 、 両市の児童生徒及びジュ ニアリ ーダーの交流を 促進し ます。

目的

海と 山の自然の中で交流する こ と で、 子ども たちの親交を 深める と と も に健康でたく まし い心豊かな子ども の育成を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

名取市と の交流が推進さ れている 状態 海の子山の子交歓会が開催さ れた状態 海の子山の子交歓会を 開催し まし た。

活
動
指
標

上山市会場で開催し た回数 １  回 １  回

　 　

　 　

事業費（ 千円） 1, 984 1, 532

従事人工 0. 4 0. 4

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

海の子山の子交歓会の開催を 通し て、 姉妹都市である 宮城県名取市と の交流を 推進し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 文化財等保護管理費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －１ 　 文化財愛護によ る地域づく り 創生総合戦略
2 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト 　 地域資源を生かし た環境づく り 　 文化
財の適正な保存と 活用の推進

事業概要

ふる さ と の歴史を 今に伝える 文化財を 適正に保存活用し 、 正し く 後世に継承し ます。

目的

歴史遺産である 文化財の適正な保存と 活用を 通し て、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛を 育むため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

歴史的建造物を 適正に保存管理し 、 正し く 後世に継承
する 状態

歴史的建造物の適正な保存管理と 活用が行わ
れている 状態

歴史的建造物を 適正に保存管理し 、 活用を 図
り まし た。

活
動
指
標

保存管理棟数 ４  棟 ４  棟

地元小学校の地域学習受入回数 ６  回 ６  回

　 　

事業費（ 千円） 11, 321 9, 948

従事人工 0. 5 １

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

茅葺文化を 地域で守る ため耕作放棄地を 茅場に再生さ せる住民主導の「 かみのやま草屋根プ ロ ジェ ク ト 」 を 支援し 、 茅葺き の歴史的建造物を 適正に保存すると

と も に、 文化財の調査や公開活用を 通し てふる さ と に対する 理解を 深め、 郷土愛の醸成に努めます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 文化芸術振興事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －２ 　 文化芸術活動の環境づく り 創生総合戦略 該当なし

事業概要

茂吉のふる さ と と し て斎藤茂吉全国大会など茂吉に縁のある 多様な催事を 開催し ます。 また文化芸術団体が日頃の活動の成果を 発表する と と も に、 文化芸術作

品に身近でふれる 機会と し て、 上山市総合文化祭を 開催し ます。

目的

優れた文化芸術を 鑑賞する 機会を 提供するこ と を 通し て、 文化芸術に対する 意識の高揚を 図り 、 心豊かな人づく り に資する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

優れた文化芸術を 鑑賞でき る 状態 茂吉関連催事が実施さ れている 状態 茂吉関連催事及び上山市総合文化祭を 実施し
まし た。

活
動
指
標

小中学校音楽演劇教室開催回数 － －

上山市文化団体協議会加盟団体数 23 団体 23 団体

　 　

事業費（ 千円） 4, 718 4, 486

従事人工 0. 5 0. 5

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

文化芸術の振興を図るため、 郷土芸能や伝統文化を 保存継承する 保存会や文化団体協議会等の活動支援を通し て、 文化芸術に対する意識のさ ら なる高揚を図り 、

心豊かな人材の育成を 図り ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 ふる さ と 文化振興事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －２ 　 文化芸術活動の環境づく り 創生総合戦略 該当なし

事業概要

文化芸術活動に取り 組む団体や指定文化財の保護団体（ 保存会） を 支援する と と も に、 文化芸術活動に功績のあっ た個人団体を 文化芸術功労者と し て顕彰し ま

す。

目的

文化芸術団体や文化財に携わる 保護団体の支援及び顕彰を 通し て、 文化芸術に対する 意識の高揚を 図り 、 心豊かな人づく り に資する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

文化芸術活動や文化財保護活動が住民主導で行われて
いる 状態

文化芸術団体及び文化財保護団体が支援さ れ
ている 状態

文化芸術団体及び文化財保護団体を 支援し ま
し た。

活
動
指
標

無形民俗文化財保護団体数 ３  団体 ３  団体

有形文化財保護団体数 ７  団体 ７  団体

　 　

事業費（ 千円） 533 412

従事人工 0. 5 0. 5

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

無形民俗文化財や天然記念物等を 適正に保存し 、 後世に伝える 活動に取り 組む保存会の支援及び活動の検証を 通し て、 文化芸術に対する意識の高揚を 図り 、 心

豊かな人材を 育成し ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 武家屋敷保存活用事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －１ 　 文化財愛護によ る地域づく り 創生総合戦略
２ 　 かみのやま「 来てよし プロジェ ク ト 　 地域資源を生かし た環境づく り 　 文化
財の適正な保存と 活用の推進

事業概要

藩政時代の面影を 今に伝える ４ 軒の武家屋敷（ いずれも 市指定文化財） を 適正に保存活用し 、 正し く 後世に継承し ます。

目的

本市を 代表する 歴史的建造物である武家屋敷の保存と 活用を 通し て、 地域資源に磨き を かけ、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛を 育むため

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

武家屋敷を 適正に保存活用し 、 正し く 後世に継承する
状態

武家屋敷が適正に保存活用さ れている 状態 武家屋敷を適正に保存し 、 活用を図り まし た。

活
動
指
標

武家屋敷保存軒数 ４  軒 ４  軒

旧曽我部家活用団体数 ７  団体 12 団体

　 　

事業費（ 千円） 6, 871 6, 057

従事人工 0. 9 １

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

文化活動のほか歴史・ 建築研究に活用さ れたため旧曽我部家活用団体数は目標数を 上回り まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

茅葺文化を 地域で守る 「 かみのやま草屋根プロ ジェ ク ト 」 の支援を 通し て茅葺の歴史的建造物を 適正に保存する と と も に、 武家屋敷の風情を 活かし た文化活動

の拠点施設と し て多様に活用する こ と を 通し て、 ふる さ と 理解を さ ら に深め、 郷土愛の醸成に努めます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 国史跡楢下宿古民家管理費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －１ 　 文化財愛護によ る地域づく り 創生総合戦略
２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト 　 地域資源を生かし た環境づく り 　 文
化財の適正な保存と 活用の推進

事業概要

国史跡「 楢下宿」 に現存する 歴史的建造物（ 滝沢屋・ 旧武田家・ 大黒屋・ 山田屋） を 適正に保存活用し 、 正し く 後世に伝承し ます。

目的

国史跡「 楢下宿」 の文化遺産である歴史的建造物の保存・ 活用を 通し て、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛を 育むため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

国史跡に現存する 歴史的建造物を 適正に保存管理し 、
正し く 後世に継承する 状態

歴史的建造物の適正な保存管理と 活用が行わ
れている 状態

歴史的建造物の適正な保存管理が行われまし
た。

活
動
指
標

保存管理棟数 ４  棟 ４  棟

地元小学校の地域学習受入回数 ６  回 ５  回

　 　

事業費（ 千円） 5, 086 3, 762

従事人工 0. 5 １

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

地区組織と 連携し て史跡の保存活用活動を 継続し ます。 また、 保存活用計画及び整備基本計画に基づき 、 遺構の調査や記録保存を 通し て史跡の価値を 高め、 ふ

る さ と に対する 誇り と 郷土愛の醸成に努めます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業
国史跡羽州街道楢下宿金山越保存活用整備
事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －１ 　 文化財愛護によ る地域づく り 創生総合戦略
２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト 　 地域資源を生かし た環境づく り 　 文
化財の適正な保存と 活用の推進

事業概要

日本の歴史を 今に伝える 国史跡を 適正に保存し 、 史跡を 構成する 貴重な遺構群を 調査する こ と を 通し て史跡の価値を よ り 一層高め、 上山独自の地域性を 活かし

たふる さ と の活性化に寄与し ます。 　 ・ 金山越え羽州街道における市民史跡保全活動（ 県補助事業、 補助率10/10）

目的

国史跡を 正し く 管理し 、 貴重な地域資源に磨き を かけるこ と を 通し て、 地域の魅力を 高め、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛を 育むため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

国史跡を 適正に保存管理する 状態 国史跡の調査及び適正な保存・ 整備・ 活用が
行われている 状態

国史跡の調査及び適正な保存・ 整備・ 活用が
行われまし た。

活
動
指
標

市民史跡保全活動回数 ３  回 ３  回

国史跡探訪会回数 ３  回 ３  回

　 　

事業費（ 千円） 1, 767 1, 178

従事人工 １ １

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

市民史跡保全活動には東北芸術工科大学を はじ め活動の輪が広がっ ており 、 今後も 史跡の保全活動を 継続し ます。 また、 保存活用計画及び整備基本計画に基づ

き 、 遺構の調査や記録保存を 通し て史跡の価値を 高め、 ふる さ と に対する 誇り と 郷土愛の醸成に努めます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 基金積立金 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 04文化芸術費

施策 １ －６ －２ 　 文化芸術活動の環境づく り 創生総合戦略 該当なし

事業概要

ふる さ と 文化基金利子の積み立て

目的

文化芸術に対する 意識の高揚を 図り 、 心豊かな人づく り に資する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

優れた文化芸術を 鑑賞でき る 状態 市立図書館の図書が購入さ れている 状態 －

活
動
指
標

利子積立額 １  千円 －

　 　

　 　

事業費（ 千円） １ １

従事人工 0. 1 0. 1

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

基金の残高が約10万円と なり 、 利子を 活用でき ないこ と 、 基金への新たな造成が見込まれないこ と 等から 、 ふる さ と 文化基金が廃止と なり まし た。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 図書館管理運営費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 05社会教育費・ 05図書館費

施策 １ －２ －３ 　 図書館機能の充実と 読書活動の推進 創生総合戦略
２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト 　 市内の賑わいづく り 　 中心市街地の
賑わい創出

事業概要

地域の文化・ 情報の拠点と し て利用者及び住民の要望や社会の要請に応える よ う 、 適切な施設運営及び維持管理を 行います。 図書資料や視聴覚資料の整備・ 充

実を 図る と と も に、 読書環境の整備に努め、 市民の多様なニーズにあっ た質の高いサービ スを 提供し ます。 　 市内小・ 中学校や団体と の連携を 推進し 、 事業、

イ ベン ト を 実施する こ と によ り 、 図書館の集客に努めます。

目的

自主的な学びの場、 読書活動の振興を 担う 機関と し て、 また、 地域の文化・ 情報の拠点と し て、 利用者及び住民の要望や社会の要請に応えるこ と ができ る魅力

ある 図書館づく り を 推進する ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

利用者のニーズへの細やかな対応や趣向を 凝ら し た企
画運営、 快適な環境整備づく り などに努めるこ と によ
り 、 利用者の満足度が増し 、 図書館入館者数が増加し
ている 状態

資料の充実や館内の環境整備、 利用者のニー
ズにあっ た企画運営によ り 入館者が増加し て
いる 状態

資料の充実や館内の環境整備、 利用者のニー
ズにあっ た企画運営によ り 昨年度よ り 入館者
が増加し まし た。

活
動
指
標

市報掲載によ る 本の紹介月数 毎 月 毎 月

館内でのイ ベン ト 回数 130 回 127 回

　 　

事業費（ 千円） 62, 132 59, 761

従事人工 ２ ２

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

事業費は建物全体に係る 修繕等の大き な負担金の支出があり ませんでし た。 入館者数については昨年度よ り 増加し まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

適切な施設運営及び維持管理を 行いながら 、 計画的・ 体系的な資料の整備と 市内小・ 中学校や団体と の連携を 推進し 、 利用者のニーズに沿っ た事業・ イ ベント

等を 実施し 、 入館者の増加に努めてまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 地域おこ し 協力隊推進事業費 予算科目 01一般会計・ 02総務費・ 01総務管理費・ 06企画費

施策
１ －５ －２ 　 競技力向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備　 １ －５ －３
スポーツを通じ た地域活性化の推進 創生総合戦略

２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト 　 地域資源を生かし た環境づく り 　 ス
ポーツを通じ た地域活性化の推進

事業概要

蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジにおいて、 独自に医科学サポート ができ る体制を 構築する ため、 その人材を 育てます。

目的

独自の医科学サポート 体制を構築し 、 Ｎ Ｔ Ｃ 委託事業に頼ら なく ても 、 常時、 アスリ ート にき め細かいサポート を 可能と するこ と により 蔵王坊平アスリ ート ヴィ

レ ッ ジにおける 合宿の質的向上を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

合宿者にき め細かいサポート を 提供でき る よう 経験し
ている 状態

合宿者にき め細かいサポート を 提供でき る よ
う 経験し ている 状態

合宿者にき め細かいサポート を 提供でき る よ
う 経験し まし た。

活
動
指
標

サポート 経験日数 90 日 94 日

　 　

　 　

事業費（ 千円） 8, 785 7, 788

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ振興事業を 推進し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 保健体育総務費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 06保健体育費・ 01保健体育総務費

施策
１ －５ －１ 　 ラ イ フ ステージに応じ たスポーツ活動の推進　 １ －５ －２ 　 競技力
向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

スポーツ 審議委員会の開催、 スポーツ 推進委員会等を 開催し 地域スポーツの活性化を 推進し ます。

目的

する ・ 観る ・ 支える スポーツ を 推進する ため、 だれも がスポーツ に親し める 機会や場を 提供でき る よ う にスポーツ 審議委員会を 開催し 、 提言や助言を 計画や方

向性に反映さ せ、 効率的で効果的な事業を 実施する ため。 また、 スポーツ推進委員会において、 地域スポーツ の活性化を 推進する ため。 誰も がスポーツ に親し

む機会の創出を し 、 また、 子ども を 取り 巻く 地域のスポーツ 環境の充実を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

だれも がスポーツ に親し める 機会や場を 提供さ れてい
る 状態

スポーツ 審議委員会を 開催し ている 状態　 ス
ポーツ 推進委員会を 開催し ている 状態

スポーツ 審議委員会（ 書面） 、 スポーツ 推進
委員会を 開催し まし た。

活
動
指
標

スポーツ 審議委員会の開催数 １  回 １  回

スポーツ 推進委員会の開催数 11 回 11 回

　 　

事業費（ 千円） 2, 769 2, 028

従事人工 0. 4 0. 4

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

ラ イ フ ステージに応じ たスポーツ 活動や競技力向上に向けた人材育成を 推進し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 スポーツ 振興事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 06保健体育費・ 02体育振興費

施策
１ －５ －２ 　 競技力向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備　 １ －５ －３
スポーツを通じ た地域活性化の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

各団体に委託や補助を 行い、 スポーツ に親し む機会の創出や競技力向上のための大会を 開催し ます。

目的

市民がスポーツ に親し むこ と のでき る 機会を 提供する と と も にジュ ニア期から ト ッ プレ ベルに至る 競技力向上のためのスポーツ環境の整備を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに合わせて
出場でき る状態

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに
合わせて出場でき る 状態

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに
合わせて出場でき まし た。

活
動
指
標

大会開催件数 １  件 １  件

負担金補助金交付大会件数 11 件 ８  件

　 　

事業費（ 千円） 74, 164 70, 267

従事人工 0. 8 0. 8

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

冬季の雪不足によ る 大会中止も あり 、 負担金補助金交付大会件数は８ 件にと どまり まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

ラ イ フ ステージに応じ たスポーツ 活動や競技力向上を 推進し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 競技スポーツ 振興事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 06保健体育費・ 02体育振興費

施策 １ －５ －２ 　 競技力向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

上山市スポーツ 協会に委託し 競技力向上に努めます。

目的

ジュ ニア期から ト ッ プレ ベルに至る競技力向上のためのスポーツ 環境の整備を 図り 、 全国ク ラ スの選手育成を 目指すため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

選手、 指導者と も に育成が図ら れ全国大会に出場し て
いる 状態

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに
合わせて出場でき る 状態

スポーツ 大会等に参加者がラ イ フ ステージに
合わせて出場し まし た。

活
動
指
標

指導者講習会を 含めた競技力向上委員会の開催回数 ５  回 １  回

強化指定競技団体数 11 団体 ６  団体

　 　

事業費（ 千円） 2, 820 2, 630

従事人工 0. 1 0. 1

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

スポーツ 協会の職員体制に大幅な変更が生じ たこ と から 実施が困難と なっ たためです。 また、 強化指定団体については、 コ ロ ナ禍によ り 競技団体を 絞っ ての指

定と なり まし た。

目標の実現に向けた今後の取組

スポーツ 協会の体制を 安定さ せる と と も に、 競技力の向上に向けた人材の養成を 推進し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 生涯スポーツ 振興事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 06保健体育費・ 02体育振興費

施策
１ －５ －２ 　 競技力向上に向けた人材の育成やスポーツ環境の整備　 １ －５ －３
スポーツを通じ た地域活性化の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

本市における 各種大会開催は競技力向上だけではなく 、 関わっ た全ての人の連携・ 協働によ り スポーツ 活動の推進を 図る と と も に、 宿泊を 伴う 大会を 中心に開

催する こ と で本市ツ ーリ ズムの推進を 図り ます。

目的

大会参加者、 ボラ ン ティ ア、 応援者、 その他関係者が一体的に共有でき るスポーツ イ ベン ト 等を 通し て、 スポーツ も 観光資源の一つと と ら え交流人口の増加を

図り 、 地域づく り を 目指すため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

「 する 」 「 観る 」 「 支える 」 それぞれの関わり を 持ち
ながら 大会に参加し ている 状態

「 する 」 「 観る 」 「 支える 」 参加がバラ ン ス
よ く 整っ ている 状態

「 する 」 「 観る 」 「 支える 」 参加について通
常ど おり 実施し まし た。

活
動
指
標

大会開催件数 ４  大会 ３  大会

スポーツ 教室開催回数 130 回 120 回

　 　

事業費（ 千円） 2, 270 2, 270

従事人工 0. 4 0. 4

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

ラ イ フ ステージに応じ た生涯スポーツを 推進し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 スポーツ 団体等育成費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 06保健体育費・ 02体育振興費

施策
１ －５ －１ 　 ラ イ フ ステージに応じ たスポーツ活動の推進　 １ －５ －２ 　 競技力
向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備　 １ －５ －３ 　 スポーツを通じ た
地域活性化の推進

創生総合戦略 該当なし

事業概要

スポーツ 振興の推進及びスポーツ 団体等の育成を 図り ます。

目的

大会参加者、 ボラ ン ティ ア、 応援者、 その他関係者が一体的に共有でき るスポーツ イ ベン ト 等を 通し て、 スポーツ も 観光資源の一つと と ら え交流人口の増加を

図り 、 地域づく り を 目指すため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

スポーツ 団体を 支援し 、 それぞれの団体の活動が推進
さ れている状態

スポーツ 団体を 支援し 、 それぞれの活動が推
進さ れている 状態

スポーツ 団体を 支援し 、 それぞれの活動が推
進さ れまし た。

活
動
指
標

専門部会開催回数 ３  回 １  回

広報誌発行回数 ２  回 ２  回

　 　

事業費（ 千円） 6, 967 6, 967

従事人工 0. 6 0. 6

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

スポーツ 協会の職員体制に大幅な変更が生じ たこ と から 実施が困難と なっ たためです。

目標の実現に向けた今後の取組

スポーツ 団体等の育成を 図っ てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 体育施設等管理運営費 予算科目 01一般会計・ 10教育費･06保健体育費･03体育施設費

施策
１ －５ －１ 　 ラ イ フ ステージに応じ たスポーツ活動の推進　 １ －５ －２ 　 競技力
向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

市内公共スポーツ 施設を 適切に管理・ 運営し ます。

目的

障がいの有無にかかわら ず全ての市民が安心し てスポーツ 活動を 行える よう 、 公共スポーツ 施設の適正な管理運営を する こ と によ り 地域のスポーツ施設の充実

を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

公共スポーツ 施設が適正に管理運営さ れ安心し て利用
さ れている状態

公共スポーツ 施設が適正に管理運営さ れ安心
し て利用さ ている 状態

施設を 計画的に改修・ 更新を 行い、 施設が安
全・ 安心に使用でき まし た。

活
動
指
標

施設管理委託件数 10 件 10 件

　 　

　 　

事業費（ 千円） 94, 600 93, 562

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 施設を 計画的に改修・ 更新し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 体育施設等整備事業費 予算科目 01一般会計・ 10教育費･06保健体育費･03体育施設費

施策
１ －５ －１ 　 ラ イ フ ステージに応じ たスポーツ活動の推進　 １ －５ －２ 　 競技力
向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

障がいの有無にかかわら ず全ての市民が安心し てスポーツ 活動を 行える よう 、 公共スポーツ 施設の改修や適正な管理運営を するこ と によ り 地域のスポーツ施設

の充実を 図る ため。

目的

障がいの有無にかかわら ず全ての市民が安心し てスポーツ 活動を 行える よう 、 公共スポーツ 施設の改修や適正な管理運営を するこ と によ り 地域のスポーツ施設

の充実を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

施設を 計画的に改修・ 更新を 行い施設が安全安心に使
用でき る 状態

施設を 計画的に改修、 更新し 安全安心に使用
でき る 状態

施設を 計画的に改修、 更新し 安全安心に使用
でき る よ う になり まし た。

活
動
指
標

施設及び備品等更新率 79 % 76 %

　 　

　 　

事業費（ 千円） 34, 627 33, 448

従事人工 0. 4 0. 4

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き 続き 施設を 計画的に改修・ 更新し てまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 体育施設等整備事業費（ 繰越） 予算科目 01一般会計・ 10教育費･06保健体育費･03体育施設費

施策
１ －５ －１ 　 ラ イ フ ステージに応じ たスポーツ活動の推進　 １ －５ －２ 　 競技力
向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備 創生総合戦略 該当なし

事業概要

市内公共スポーツ 施設を 整備・ 改修し ます。

目的

障がいの有無にかかわら ず全ての市民が安心し てスポーツ 活動を 行える よう 、 公共スポーツ 施設の改修や適正な管理運営を するこ と によ り 地域のスポーツ施設

の充実を 図る ため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

施設を 計画的に改修・ 更新を 行い施設が安全安心に使
用でき る 状態

施設を 計画的に改修、 更新し 安全安心に使用
でき る 状態

施設を 計画的に改修、 更新し 安全安心に使用
でき る よ う になり まし た。

活
動
指
標

施設更新率 100 % 100 %

　 　

　 　

事業費（ 千円） 604, 219 604, 219

従事人工 0. 4 0. 4

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ管理費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 06保健体育費・ 04蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ費

施策
１ －５ －２ 　 競技力向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備　 １ －５ －３
スポーツを通じ た地域活性化の推進 創生総合戦略

２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト 　 地域資源を生かし た環境づく り 　 ス
ポーツを通じ た地域活性化の推進

事業概要

Ｚ Ａ Ｏ たいら ぐ ら 、 ク ロ スカ ン ト リ ーコ ース、 グリ ーングラ ンド 、 猿倉イ ベント パーク などの蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジを適正に管理・ 運営すると と も に、

合宿性の利便性向上のため必要な備品を 整備し ます。

目的

蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジを 適正に管理・ 運用し 、 本市におけるスポーツ ツーリ ズムと し ての交流人口の拡大及び市の競技力向上ひいては日本の国際競技

力向上に寄与し ます。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ジ施設が適正に管理運営さ
れ、 幅広く 右肩あがり で利用さ れている 状態

蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジが適正に管理
運営さ れ、 利用さ れている 状態

蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジが適正に管理
さ れ、 前年度よ り も 利用者が伸びまし た。

活
動
指
標

施設及び備品等更新率 89 % 89 %

　 　

　 　

事業費（ 千円） 29, 065 28, 341

従事人工 0. 3 0. 3

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジの適正な管理・ 運営に努めてまいり ます。
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令和５ 年度　 実施計画兼予算要求書（ 検証）

所属 生涯学習課 事業 蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ振興費 予算科目 01一般会計・ 10教育費・ 06保健体育費・ 04蔵王坊平アスリ ート ヴィ レッ ジ費

施策
１ －５ －２ 　 競技力向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備　 １ －５ －３
スポーツを通じ た地域活性化の推進 創生総合戦略

２ 　 かみのやま「 来てよし 」 プロジェ ク ト 　 地域資源を生かし た環境づく り 　 ス
ポーツを通じ た地域活性化の推進

事業概要

蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ開発整備に係わる課題の調査、 研究を 行う と と も に、 関係機関、 団体等と の連携を 図り 、 も っ て計画構想を 推進し 、 地域経済の

活性化への貢献を 目指し ます。

目的

ナショ ナルト レ ーニングセンタ ー競技別強化拠点（ 高地ト レ ーニング） 施設と し て指定を継続さ せながら 、 新たにリ カ バリ ー施設を 加え蔵王坊平アスリ ート ヴィ

レ ッ ジ施設の利用促進や2020年東京オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ン ピッ ク 等の国際大会のおける 事前合宿誘致に取り 込むこ と によ り 、 本市におけるスポーツ ツ ーリ ズ

ムと し て交流人口の拡大及び市の競技力向上ひいては日本の国際競技力向上に寄与するため。

区分 令和５ 年度予算 令和５ 年度実績

目
標

ナショ ナルト レ ーニン グセン タ ー競技別強化拠点（ 高
地ト レ ーニン グ） 施設と し て指定が継続さ れ、 ジュ ニ
アから ト ッ プ アスリ ート まで幅広く 利用さ れている状
況

NTC指定が継続さ れた状態　 合宿補助金が活
用さ れ、 合宿者数が増えている 状態

NTC指定の継続及び合宿補助金が活用さ れ、
合宿者数が昨年よ り 増えまし た。

活
動
指
標

ナショ ナルレ ベル利用活動実日数 200 日 177 日

　 　

　 　

事業費（ 千円） 7, 900 6, 020

従事人工 0. 6 0. 6

理由　 ※令和５ 年度予算・ 実績に係る 目標・ 活動指標について乖離がある 場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

蔵王坊平アスリ ート ヴィ レ ッ ジ振興事業を 推進し てまいり ます。
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